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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体と蓋とがヒンジ部によって回動開閉自在に連結され、容器本体と蓋のいずれか
一方に係合部が設けられ、他方に前記係合部に係脱自在に係合する係合片が設けられ、該
係合片が前記係合部を乗り越えて該係合部に係合することで容器の閉状態が保持されると
ともに、押込操作することによって、係合部と係合片の係合状態を解除する方向の解除力
を係合片に作用させる係合片操作部材を備えた蓋付き容器において、係合片操作部材の押
込操作時の押込量の幅方向の偏倚を制限する摺動ガイド機構として、係合部の両側に形成
された断面形状が矩形のガイド部と、該ガイド部と嵌合する係合片操作部材の内部の空洞
部を仕切る仕切り壁によって形成された断面形状が矩形の凹状のガイド部とを設けてなる
ことを特徴とする蓋付き容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓋付き容器に関し、特に、化粧用コンパクト容器等の開閉可能な蓋を備えた
蓋付き容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、化粧用コンパクト容器等において、開閉可能な蓋を備えた蓋付き容器が用いられ
ている（例えば、特許文献１参照。）。
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【０００３】
　ところで、この種の蓋付き容器は、容器本体と蓋とがヒンジ部によって回動開閉自在に
連結され、蓋と容器本体のいずれか一方に係合部が設けられ、他方に前記係合部に係脱自
在に係合する係合片が設けられ、係合片が前記係合部を乗り越えて該係合部に係合するこ
とで容器の閉状態が保持されるようにしている。
　そして、この蓋付き容器は、押込操作することによって、係合部と係合片の係合状態を
解除する方向の解除力を係合片に作用させる係合片操作部材を備え、蓋を開く際に、係合
片操作部材を押込操作することによって、係合部と係合している係合片に、係合部との係
合状態を解除する方向の解除力を作用させることができるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第２５８０７５９号公報
【０００５】
　ところで、この蓋付き容器、特に、化粧用コンパクト容器等は、携帯して持ち運ばれる
ことから、機構をできるだけ小型化したいという要請があり、このため、係合片操作部材
を押込操作する際の作動距離も極力短くなるようにしていた。
　しかしながら、このように、係合片操作部材の作動距離を短くなるようにした場合、係
合片操作部材を押込操作する際に押込量に幅方向の偏倚が生じやすく、偏倚が生じると、
係合部と係合している係合片に、係合部との係合状態を解除する方向の解除力を均等に作
用させることできず、蓋を円滑に開くことができないという問題があった。
　そして、この問題は、特に、操作性をよくするために幅方向の寸法を大きく形成した係
合片操作部材の端部を押込操作した場合に発生しやすい傾向にあった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記従来の蓋付き容器の有する問題点に鑑み、係合片操作部材を押込操作す
る際に押込量に幅方向の偏倚を生じさせず、係合部と係合している係合片に、係合部との
係合状態を解除する方向の解除力を均等に作用させることにより、蓋を円滑に開くことが
できるようにした蓋付き容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の蓋付き容器は、容器本体と蓋とがヒンジ部によって
回動開閉自在に連結され、容器本体と蓋のいずれか一方に係合部が設けられ、他方に前記
係合部に係脱自在に係合する係合片が設けられ、該係合片が前記係合部を乗り越えて該係
合部に係合することで容器の閉状態が保持されるとともに、押込操作することによって、
係合部と係合片の係合状態を解除する方向の解除力を係合片に作用させる係合片操作部材
を備えた蓋付き容器において、係合片操作部材の押込操作時の押込量の幅方向の偏倚を制
限する摺動ガイド機構として、係合部の両側に形成された断面形状が矩形のガイド部と、
該ガイド部と嵌合する係合片操作部材の内部の空洞部を仕切る仕切り壁によって形成され
た断面形状が矩形の凹状のガイド部とを設けてなることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の蓋付き容器によれば、係合片操作部材の押込操作時の押込量の幅方向の偏倚を
制限する摺動ガイド機構を設けるようにすることにより、係合片操作部材を押込操作する
際に係合片操作部材の押込量に幅方向の偏倚を生じることがなく、係合部と係合している
係合片に、係合部との係合状態を解除する方向の解除力を均等に作用させることができ、
これにより、例えば、操作性をよくするために幅方向の寸法を大きく形成した係合片操作
部材の場合でも、蓋を円滑に開くことができる。
【００１０】
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　そして、前記摺動ガイド機構を、係合部の両側に形成された断面形状が矩形のガイド部
と、該ガイド部と嵌合する係合片操作部材の内部の空洞部を仕切る仕切り壁によって形成
された断面形状が矩形の凹状のガイド部とで構成することにより、摺動ガイド機構を成形
が容易な簡易な構造とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の蓋付き容器の一実施例を示す側面断面図である。
【図２】同蓋付き容器の容器本体を示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は側
面断面図である。
【図３】同蓋付き容器の係合片操作部材を示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ
）は背面図、（ｄ）は側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の蓋付き容器の実施の形態を、図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図１～図３に、本発明の蓋付き容器の一実施例を示す。
　この蓋付き容器１は、合成樹脂製の容器本体２と蓋３とがヒンジ部４によって回動開閉
自在に連結され、容器本体２に係合部２１が設けられ、蓋３に係合部２１に係脱自在に係
合する係合片３１が設けられ、係合片３１が係合部２１を乗り越えて係合部２１に係合す
ることで容器１の閉状態が保持されるとともに、押込操作することによって、係合部２１
と係合片３１の係合状態を解除する方向の解除力を係合片３１に作用させる合成樹脂製の
係合片操作部材５を備え、係合片操作部材５の押込操作時の押込量の幅方向の偏倚を制限
する摺動ガイド機構６を設けるようにしている。
【００１４】
　ここで、本実施例においては、係合部２１を容器本体２に、係合片３１を蓋３に、それ
ぞれ設けるようにしたが、係合部を蓋３に、係合片を容器本体２に、それぞれ設けるよう
にすることもできる。
【００１５】
　ヒンジ部４と対向する容器本体２の前面に設けた凹部２２には、係合片操作部材５を水
平方向に摺動可能に配設し、蓋３を開く際に係合片操作部材５を押し込むことによって、
係合片操作部材５に設けた突出片５１が、容器本体２に設けた支持片２３の後方に向かっ
て登り勾配に形成されたカム面２３ａに支持されながら蓋３に形成した係合片３１に当接
し、これを押し上げるようにすることによって、係合片３１が係合部２１を乗り越えて係
合部２１との係合状態が解除されることで蓋３を開状態にすることができるようにしてい
る。
【００１６】
　係合片操作部材５の突出片５１は、その基部に弾性屈曲可能な薄肉ヒンジ部５１ａを備
えて突出しており、容器本体２の支持片２３の上方に位置し、蓋３を閉じた状態で、蓋３
の係合片３１の下端部にほぼ接触するようにされている。
　そして、係合片操作部材５を押し込むと、突出片５１が薄肉ヒンジ部５１ａを屈曲させ
ながら、支持片２３のカム面２３ａに沿って斜め上方に案内され、突出片５１が蓋３の係
合片３１の下端部を上方に押し上げ、これにより、蓋３が上方に押し上げられるとともに
、係合片３１が係合部２１を乗り越えて係合部２１との係合状態が解除され、蓋３を開状
態にすることができる。
【００１７】
　係合片操作部材５の押込操作時の押込量の幅方向の偏倚を制限する摺動ガイド機構６は
、容器本体２に係合部２１の両側に設けた凸状のガイド部２４と、このガイド部２４と嵌
合する係合片操作部材５に設けた対向する仕切り壁５２ａ間に形成された凹状のガイド部
５２とからなり、押込操作時に係合片操作部材５の前面が幅方向で傾斜せずに押し込まれ
るように、ガイド部２４とガイド部５２の少なくとも側面同士が摺接して、幅方向をガイ
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【００１８】
　ここで、本実施例においては、容器本体２に設けたガイド部２４を凸状に、係合片操作
部材５に設けたガイド部５２を凹状に、それぞれ形成するようにしたが、係合片操作部材
５の押込操作時の押込量の幅方向の偏倚を制限することができる機能を有するもの、すな
わち、押込操作時に係合片操作部材５の前面が幅方向で傾斜せずに押し込まれるように幅
方向をガイドするものである限りにおいて、凹凸状の形状を逆に形成するようにしたり、
他の任意のガイド構造を採用することもできる。
【００１９】
　この蓋付き容器１によれば、係合片操作部材５の押込操作時の押込量の幅方向の偏倚を
制限する摺動ガイド機構６を設けるようにすることにより、係合片操作部材５を押込操作
する際に係合片操作部材５の押込量に幅方向の偏倚を生じることをなくすことができる。
　これにより、係合部２１と係合している係合片３１に、係合部２１との係合状態を解除
する方向の解除力を均等に作用させることができ、これにより、例えば、操作性をよくす
るために幅方向の寸法を大きく形成した係合片操作部材５の場合でも、蓋３を円滑に開く
ことができる。
【００２０】
　以上、本発明の蓋付き容器について、その実施例に基づいて説明したが、本発明は上記
実施例に記載した構成に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲において適
宜その構成を変更することができるものである。
【産業上の利用可能性】
【００２１】
　本発明の蓋付き容器は、係合片操作部材を押込操作する際に押込量に幅方向の偏倚を生
じさせず、係合部と係合している係合片に、係合部との係合状態を解除する方向の解除力
を均等に作用させることにより、蓋を円滑に開くことができる特性を有していることから
、化粧用コンパクト容器等の蓋付き容器の用途に好適に用いることができる。
【符号の説明】
【００２２】
　１　蓋付き容器
　２　容器本体
　２１　係合部
　２２　凹部
　２３　支持片
　２３ａ　カム面
　２４　ガイド部（摺動ガイド機構）
　３　蓋
　３１　係合片
　４　ヒンジ部
　５　係合片操作部材
　５１　突出片
　５１ａ　薄肉ヒンジ部
　５２　ガイド部（摺動ガイド機構）
　５２ａ　仕切り壁
　６　摺動ガイド機構
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